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との問の規則性を究明し, さらにその規則性がキシレン異性体だけでなく, エチル トルエン異性体にもあ
てはまることを確認した｡ そしてその規則性にかなりの普遍性があることから, ジアルキルベンゼン異性
体の分離を有効に行なう固定相液体を予測する方法を提案した｡ また同時に, キシレン, エチル トルエ ソ
などの系列の芳香族炭化水素の分離を支配する作用因子について考察を加え, これが 7T一錯化合物の生成
に起因するものであることを推諭した｡
主論文は, キシレン異性体とエチル トルエン異性体との挙動を対比し, 上記結論を導くまでの経緯に関
するものである｡ オル ト- , メタ- ,パラ- エチル トルエン異性体と, それらと同じ異性体関係にある n-
- プロピルベンゼンとを, 13種の芳香族炭化水素誘導体の固定相液体を用いて, その分離効果を比較した｡
13種の固定相液体のうち 7種は α-ナフチルアミン, α-ナフト- ル, ベンゾフェノン, 1.3-ジフェニルベ
ンゼン, フタル酸ジオクチル, ジクロルナフタ1) ソ, およびメタ- ジニトロベンゼンであって, これらは
分離因子 S 1.2 と置換基定数 6p との関係すなわち S 1,2-6p 曲線が, 著者の作製した分離図によくあては
まる典型的な置換基をもつ芳香族固定相液体であ り, 他の 6種はリン酸 トリクレジル, 7.8-ベンゾキノリ
l/ , フルオレノン, α-ナフトニトリル, フルオレンピクラ- 1㍉ および1.4-ジクロル2-ニトロベンゼンで
あって, これらは分離図から若干はずれる効果を示す置換基をもつ固定相液体である｡ 前者の 7種におい
ては, パラ- キシレンを基準としたキシレン系列の S l.2-6P 曲線とパラ- エチル いレニンを基準としたエ
チル トルエン系列の Sl.2-6p 曲線とは互いにかな りよい平行関係を示し, 上記分離図が一般的に意味をも
つことを確認した｡ またこれと同時に, キシレン系列とエチル トルエン系列とはともに共通の作用因子に
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より分離が支配されていることも明らかになった｡ 後者の 6種を加えた13種の固定液体において, キシレ
ン系列における分離因子とエチル トルエン系列におけるそれとの差 △S1.2 とは, おおむね一定値になるこ
とを見出し, 上記結論をさらに確実にするとともに, その値 △S1.2 を用いて与えられた固定相液体におけ
る分離因子を予測することができることを知った｡ S l.2-♂p 曲線は, 正確に- メット則にあてはまるもの
ではないが, - メット則との類似性の認められることから, 弱い 7｢ 錯化合物の生成が, 本分離機構の主
体をなすものであることを推論した｡
参考論文のその1, その2, その3 およびその4 ほ, いずれもガスクロマトグラフィーの固定相液体に
関する研究であって, 単独の固定相液体である α-ナフチルアミン, および混合固定相液体であるフルオ
レノン/β-ナフチルアミン, パラ- クロルベンゾフェノン/βナフチルアミンなどの発見と, 分離因子 S1.2
と置換基の♂p 値とを- メット則の点から研究したものとである｡




離を有効に行なう固定相液体を予測する方法を提案している｡ また同時に, キシレン, エチル トルエンな
どの系列の芳香族炭化水素の分離を支配する作用因子についても考察を加え, これが 7T一錯化合物の生成
に起因するものであることを推論している｡
要するに, 著者の学位論文は, ガスクロマ トグラフィーにおける芳香族炭化水素異性体の分離に及ぼす
固定相液体の影響を究明して, 有効な各種固定相液体の発見や, その作用因子などについて重要な示唆を
与えたもので, ガスクロマトグラフィーの発展に寄与するところが大きい.
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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